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新しい時代、21世紀は「変化と情報」の時代

この時代に必要な力は…
イメージする力・課題発見力・現実と対座する意識・感性

自分で考える力・情報を見極める力、決断する力、行動する勇気

体験や知識や情報をシェアし、新しい知を創造する力
　

21世紀エデュケーションモデル





意志ある学びー未来教育プロジェクト学習





〜ポートフォリオ評価＆対話コーチング＆コンピテンシー手法〜
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●対話コーチング　





コーチング　【coaching】


人が本来持っている能力やパフォーマンスを高める力を促す手法。その人の目標への到達するために有効な方法や気づきを引き出す促しその対話手法。　





●ポートフォリオ評価





ポートフォリオ【portfolio】


紙ばさみ、作品集。テストや数値などでは評価できない、その人の能力や個性や理解度や感性などを見いだすことができる21世紀評価手法。教育界や医学界で広がっている。





●未来教育プロジェクト学習





プロジェクト 【project】


それは子どもたちが現実社会の課題に立ち向かい「何のために何をやり遂げたいのか」を自覚し、情報を手に入れ自らの意志で目標（ゴール）を目指すもの。ビジョン、ミッション、ゴールの明確さが成功の鍵！　OECDで学力世界１位になったフィンランド。その主要因。





　　　　　　http://www.toshie-suzuki.net/





すずきとしえ/21世紀教育を提唱、実践する第一人者。千葉大学講師、島根県立看護短期大学客員教授。一級建築士。『宇宙利用推進特別委員』『中央防災会議専門委員』内閣府等公的委員歴任





未来教育





鈴木 敏恵





●コンピテンシー（Competency）●


--21世紀教育へシフトする重要な鍵 --


　


コンピテンシーとは　


コンピテンシーとは、デキル人の「行動特性」。それを見いだし明らかにすると、育成ポイントとして「身につけたい力」や「評価の観点」として活用できます。コンピテンシーは客観性が明確なこともあり、人事評価や能力開発や人材育成、面接などに使われています。





コンピテンシーとポートフォリオの関係　


コンピテンシー評価の特徴は「わかった、理解した、知識がある」ということでなく、現実にその知識を活かして『行動出来る、表現に使える、説明できる、成果をあげた』など具体的で事実主体であるということです。ここに自分の仕事や学習のアウトカムが詰まっているポートフォリオが不可欠なアイテムとなります。








